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１．電圧の単位はボルト、電流の単位はアンペアを用いる。 

 

２．SSB 方式は、周波数変調の無線電話に用いられる。 

 

３．相手の通信を受信するとき、音量つまみで聞きやすい音量に調整する。 

 

４．FM(F3E)送受信装置は、プレストークボタンを押すと、直ちに電波が発射される。 

 

５．無線電話装置で送話の際、マイクロホンにできるだけ口を近付け、大きな声を

出した方がよい。 

 

６．アンテナは、電波を空中に放射したり、捕えたりする働きをする。 

 

７．船舶に用いられる超短波(VHF)帯のブラウンアンテナの放射素子の長さは、使用

する電波の波長のほぼ 8 分の 1(1/8)である。 

 

８．超短波(VHF)帯の電波は、光に似た性質をもっているので見通し距離内の通信に

適している。 

 

９．無線電話装置の電源ヒューズが切れたときは、代わりに銅線を使用すればよい。 

 

10．船舶に設置されたパルスレーダーは、マイクロ波帯を使用するので混信しない。 


